
　セイコーグループ
㈱が、6月10日の『時
の記念日』にちなみ、
2017年から継続して
生活者の時間につい
ての意識や実態を探
る「セイコー時間白
書」が今年も発表さ
れた。
　今回は、タイパ（タ
イムパフォーマンス）
とAI、時間の使い分
け、時間感覚の三つ
のテーマについて
探った。また、今回
「時間白書」が10回
目を迎えたことから、
これまでの定点観測
を振り返り、現代人
の時間との付き合い
方をひもといている。
　それによると、「タイ
パが定着し、AI利用
が加速する日本」とま
とめた調査では、6割
以上が「タイパを意
識して 行 動 」し 、
65.8％が「タイパ重
視の考え方は社会に定着」と捉えてお
り、それにより「豊かな生活時間の使
い方」「心が満たされる」と思う人は約
4割を占めている。
　その一方で、「自分が納得できるメン
パ時間も重視、自分軸での時間の使い
分けも広まる」傾向が出ており、タイパ
とメンパ（メンタルパフォーマンス）が共
存する時間の使い分けが見られる。
　そのため、約9割が他人との時間間
隔が合わない経験があり、「時間感覚
は同じではない」が共通認識になって
いる。＊詳細はセイコーグループの

ページで確認を。https://www.-
s e i k o . c o . j p / c s r / s t d a / a r -
chive/2026/

30年間での変化

　「時の記念日」（6月10日）は、
1920年に制定されて以来、日本人
の時間意識や時計文化を広めるた
めの記念日として発展してきた。近
年も全国各地で多彩なイベントが
開催された。
　主なイベントとしては、「時のまち」
をPRする大型イベントの兵庫県明
石市「時のフェスティバル2026」、
「明石市立天文科学館」、「松本市
時計博物館」、時計関係者による奉
納行事と漏刻祭を行う「近江神
宮」、「大阪くらしの今昔館」など、歴
史体験型イベントが人気となってい
る。
　この30年間を見ると大きく3段階で
イベントは変化している。
　1990年代までは「時計産業・時間
厳守の啓発」が中心にあり、時計メー
カーや時計店が主体となり、時計展
示会などが行われた。そこには戦後の
高度成長期の流れを受け、「時間を守
る国民運動」の色彩が残っていたと考
えられる。
　2000年代は「歴史・文化」へのシフ
ト。和時計展示や漏刻（水時計）の紹

介、博物館との連携など単な
る時計のPRから、日本の時間
文化の再発見へとテーマが
広がった。
　2010年～現在は、「体験
型・地域活性化型」へ発展。
時計展示中心から「参加体験
型」、業界主導から「地域主
導」、正確な時刻啓発から「文

化・観光振興」、大人向けから「家族
向け」へと変化し、クイズラリー、スタ
ンプラリー、SNS連動企画など楽しま
せる用途が増えている。

「時間を考える日」へと概念が拡大

　大きな転換点は、2020年に迎えた
「時の記念日制定100周年」。国立科
学博物館、明石市立天文科学館、日
本時計協会などが連携し、「時」展覧
会100周年事業を展開、原子時計や
日本標準時など最先端科学が扱わ
れ、「時計の日」から「時間を考える日」
へと概念が拡大した。
　今後に推測される傾向としては、AI
と時間管理、働き方改革、ウェルビー
イング、子どもの時間教育、天文・宇宙
との連携、地域観光イベント化などが
進むと考えられ、「時間の価値を考え
る日」がより重要になりそうだ。

時間の価値とは「タイパ」？
　
　時間の価値とは、「限られた人生の
中で、その時間を何に使うか」という考
え方で、家族と過ごす時間や趣味に
没頭する時間、仕事に使う時間、睡眠
に使う時間など、同じ時間でも人に
よって価値は異なる。これが現代の若
い世代が使う「タイムパフォーマンス
（タイパ）」に近い考え方だ。

　昔は、遅刻しないことや長時間働く
ことが重要とされたが、現在は、有意
義な時間を過ごすことや限られた時
間で成果を出すことが重要で、時間管
理よりも時間投資へと重心が移って
いると言える。

宝飾業界で考えると

　これを宝飾業界で考えると、宝飾品
は「モノの価値」で語られることが多い
商品だった。しかし近年は、家族の節
目、自分へのご褒美、大切な人との思
い出など「その時間を形に残すもの」と
しての価値が重視されている。ブライ
ダルジュエリーがダイヤモンドそのも
のの価値だけでなく、「二人が人生の
時間を共に歩むことの象徴」として購
入されているのと同じ考えだ。

それぞれの時間の価値が
重要テーマに

　100年前の時の記念日は「時間を
知ること」だったが、現代のテーマは
「時間の価値を考えること」へと広がっ
てきており、特に若い世代では「何時
かを知るための時計」よりも、「自分の
人生の時間をどう使うか」という問い
の方が、より重要なテーマになりつつ
あることを捉えたい。

　グローバ
ルブランド
をはじめ、
アジアで広
がる鑑 定
機関IGIの

世界レベルによる最先
端トレーニング「D i a
mond Profess ional
Training」が、今年も日
本で開催される。
　これは、一般社団法人
日本ラボラトリーグロウン
ダイヤモンド協会（代表
理事：伊藤拓也）とIGI
（International Gemological Insti-
tute）とのパートナーシップにより実現
した、世界基準によるIGIの知識を習得
できる正式なトレーニングだ。昨年8月
に日本で初めて実施されたトレーニン
グの第二弾として今年も実施される。
　同トレーニングは、ダイヤモンド研究
と鑑定の世界的権威であるIGIの正式
な世界レベルのトレーニングを日本に
いながら受講できる貴重な機会とな
る。IGIの専門講師による専門的な内
容を、すべて日本語で丁寧に解説する
ため、語学の壁を感じることなく世界
基準の知識を学ぶことができる。
　IGIは世界に25拠点以上と14の教
育施設をもつ鑑定機関で、ダイヤモン
ドの鑑定書発行ではトップレベルの
シェアを誇る。
　日本で実施される2日間のトレーニン

グは特別な
内容になっ
ており、天
然ダイヤモ
ンド を 含
む、ダイヤモ

ンドの基礎知識からグ
レーディング、ラボグロウ
ンダイヤモンドの鑑別や
技術など、ダイヤモンドに
関する専門的な知識を
体系的に網羅し、習得を
可能とする最先端のト
レーニングが組まれてお
り、2日間のトレーニング

を終了すると、IGIによる公式なトレーニ
ングの修了証が授与される。これは受講
者がダイヤモンドの正確な知識を有する
ことを保証し、ビジネスの信頼に役立つ
ものとなる。
　講師は、世界的なハイジュエリーブラ
ンドのトレーニングも担当している、IGI
教育・研修部門ディレクター兼上級宝石
学インストラクターのSCOTT TANG氏。
　開催日時は、8月6日・7日の2日間、9
時30分～17時30分。２日間の参加が
必須となる。場所は都内（秋葉原周辺）。
受講料は、一般110,000円（税込）、協
会会員88,000
円（税込）、〈事前
振込〉。定員40
名。申込締切7月
10日。開催概要・
申込はQRより。
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IGI Diamond Professional Training

8月6日・７日
募集中
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